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軽度認知障害（MCI）とは？

特集

9
月
は
認
知
症
月
間

認
知
症
と
と
も
に

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

　
　
　
ま
ち
を
目
指
し
て

認知症の状態
生活機能の低下

認知症に伴う行動・心理症状（BPSD※1）

お金の管理が難しくなる、
 薬の飲み忘れが増える、
 物事を順序立てて行う
 ことが難しくなる  など

身体の状態
不眠や栄養不良など

生活環境
環境の変化、人間関係など

脳の病気

認知機能の低下

身体の状態や生活環境
が整っていないと、
不安・焦り・心身の疲れ
が出やすくなります

身体の状態や生活環境
が整っていると、症状
が落ち着き、穏やかに
暮らすことができます

ちょっとしたことで泣いたり、激怒したりする・お金や物を盗られたという・ いつも
上機嫌でよくしゃべる・「声が聞こえる」 「虫が見える」などの幻覚がある・ 外に出て
行きたがったり、出て行ったりするなど

※1 BPSD: 記憶障害などの中核症状がもとになり、本人の性格や素質、周囲の環境や人間
関係などが影響して出現する症状を「行動・心理症状 (BPSD)」 と呼びます。

認
知
症
と
軽
度
認
知
障
害（
M
C
I
）

認
知
症
と
は
、
脳
の
病
気
や
障
害
な
ど
に
よ

り
、
認
知
機
能（
記
憶
力
・
判
断
力
・
理
解
力
）

が
低
下
し
、
生
活
に
支
障
が
で
て
い
る
状
態
を

指
し
ま
す
。
一
般
的
に
高
齢
者
に
多
い
病
気
で

す
が
、
65
歳
未
満
で
発
症
す
る
場
合
も
あ
り
、

「
若
年
性
認
知
症
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
物
忘
れ
な
ど
の
症
状
は
見
ら
れ
る
も

の
の
、
日
常
生
活
に
は
大
き
な
支
障
が
な
い
状

態
を「
軽
度
認
知
障
害（
M
C
I
）」
と
呼
び
ま

す
。
軽
度
認
知
障
害（
M
C
I
）
を
早
期
に
発

見
し
、
対
策
を
行
う
こ
と
で
改
善
が
見
ら
れ
た

り
、
認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
考
え
る
認
知
症

名
寄
市
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
認
知
症
は
本

人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
と
っ
て

も
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
、

自
分
自
身
や
家
族
・
友
人
な
ど
、
誰
も
が
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
、
誰
も
が
支
え
る
側
に
も
な

り
う
る
身
近
な
病
気
で
す
。

認
知
症
を
正
し
く
知
る
こ
と
は
、
不
安
や
偏

見
を
減
ら
し
、
認
知
症
の
方
や
ご
家
族
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
認

知
症
と
と
も
に
生
き
る
地
域
」
に
つ
い
て
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

9
月
は
認
知
症
月
間

（
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
）
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写真は「チームオレンジ楓
かえで

」の皆さん。
認知症になっても住み慣れた地域で、自分らしく安心して暮らせるよう、
認知症当事者やその家族、認知症サポーターが活動しています。

◆地域包括支援センター
認知症の方の介護について、介護の
しかたや受診のしかた、介護保険サ
ービスの受けかたなど、認知症に関
するさまざまな相談に応じ支援して
います。

住所 :大通南 1
電 01654③2111

◆かかりつけ医かかりつけ医
( 現在受診している病院 )
本人や家族にとって身近で信頼でき
る医療機関です。不安や心配なこと
があれば、かかりつけ医に相談しま
しょう。

◆精神科医療機関
認知症の検査を行ったり、症状の対
応について相談できる医療機関です。

◆名寄市立総合病院
　(認知症疾患医療センター )
住所 :西 7南 8
電 01654③ 3101

◆あべクリニック
住所 :西 1南 7
電 01654⑨ 7011

何から相談したら
よいかわからない…

診断を受ける
治療・検査を受ける

同じ悩みを持つ人に
話を聞いてほしい

認知症の相談窓口

◆認知症カフェ
認知症の方やその家族同士が集い、
お茶を飲みながら交流できる場です。
認知症サポーターや認知症介護の専
門職による認知症の相談も受け付け
ています。

▼開催日 

毎月第3木曜日
 13:30~15:00（予約不要）

場所： 西 4南 8
 ※旧喜多理容室

参加費： 100 円

電 01654⑧ 7795

まずは地域包括支援
センターにご相談

ください
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今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

認
知
症
と
向
き
合
う
み
な
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　
　
　   

伝
え
た
い
こ
と

〜
小
さ
な
勇
気
を
み
ん
な
で
つ
な
げ
る
〜

チームオレンジ楓の紹介

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
楓
に
参
加
し
た
き
っ
か
け

佐

家
族
の
介
護
が
き
っ
か
け
で
す
。
認
知
症

に
つ
い
て
何
も
知
識
が
な
か
っ
た
の
で
、
ま
ず
は

勉
強
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
介
護
を
し
て
い
る

と
、
自
分
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
本
当
に

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
学

ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

吉

私
も
同
じ
で
す
。
親
の
介
護
を
す
る
中
で
、

「
も
っ
と
認
知
症
に
つ
い
て
知
っ
て
い
れ
ば
違
う
対

応
が
で
き
た
の
で
は
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

相

私
は
「
何
か
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
」
と

い
う
軽
い
気
持
ち
で
参
加
し
ま
し
た
。
正
直
、
そ

の
時
は
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
楓
が
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
の
か
、
詳
し
く
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
自
分
や
家
族
の
問
題
と
な
り
、

避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
少

し
で
も
知
識
を
得
て
、
誰
か
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
、
活
動
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

活
動
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
、

自
分
の
中
の
変
化

吉

私
は
最
初
、
知
識
を
得
る
こ
と
が
目
的
で

し
た
が
、
活
動
を
続
け
る
う
ち
に
、
情
報
だ
け
で

は
な
く
、
人
と
の
つ
な
が
り
そ
の
も
の
が
大
切
な

ん
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
に
は
書

か
れ
て
い
な
い
、
実
際
の
体
験
を
介
護
経
験
者
か

ら
聞
く
こ
と
で
、「
そ
う
い
う
考
え
方
も
あ
る
ん
だ
」

と
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

佐

私
も
で
す
。
普
段
の
生
活
で
は
出
会
え
な

か
っ
た
方
々
と
出
会
い
、
お
互
い
の
介
護
の
経
験

を
話
し
合
え
る
こ
と
が
と
て
も
貴
重
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
家
族
の
介
護
に

も
活
か
せ
て
い
ま
す
。

吉

認
知
症
と
い
う
病
気
だ
け
を
見
る
の
で
は

な
く
、「
そ
の
人
自
身
」
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
以

前
よ
り
も
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
接
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地
域
で
困
っ
て
い

る
方
が
い
た
ら
以
前
よ
り
自
然
に
声
を
掛
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、「
地
域
で
支
え
合
う
」
と
い
う
意

識
も
強
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
カ
フ
ェ
の
役
割
と
期
待

佐

認
知
症
カ
フ
ェ
は
「
孤
立
を
防
ぐ
場
所
」

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
独
居
高
齢
者
や
介
護
を
し

て
い
る
方
っ
て
、
本
当
に
家
に
こ
も
り
が
ち
な
ん

で
す
。
誰
と
も
話
さ
ず
に
一
日
が
終
わ
る
こ
と
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
外
へ
出
て
誰
か

と
話
が
で
き
る
場
所
が
あ
る
だ
け
で
も
意
味
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

相

介
護
の
話
だ
け
で
な
く
、
世
間
話
を
し
た

り
、
一
緒
に
何
か
を
作
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
。
そ
れ
だ
け
で
も
気
分
転
換
に
な
り
ま
す
。
カ

フ
ェ
に
は
、
相
談
し
た
い
人
も
い
れ
ば
、
誰
か
と

話
し
た
い
人
、
た
だ
外
へ
出
て
気
分
転
換
し
た
い

人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
来
る
の
で
「
こ
う
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
決
ま
り
は
必
要
な

い
と
思
い
ま
す
。「
今
日
は
楽
し
か
っ
た
」
と
思
え

る
時
間
が
大
切
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
ペ
ー

ス
で
過
ご
せ
る
こ
と
が
こ
の
場
所
の
魅
力
だ
と
思

い
ま
す
。

吉

介
護
者
に
と
っ
て
は
、
答
え
を
も
ら
う
と

い
う
よ
り
、「
話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
場
所
」
と
い

う
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
。

佐

介
護
を
し
て
い
る
と
、
周
り
に
は
な
か
な

か
本
音
を
話
せ
ま
せ
ん
。
で
も
、
同
じ
よ
う
な
経

験
を
し
て
い
る
人
に
「
分
か
る
よ
」
と
言
っ
て
も

ら
え
る
。
そ
の
一
言
だ
け
で
も
気
持
ち
が
楽
に
な

り
ま
す
。「
自
分
だ
け
が
悩
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
思
え
る
こ
と
が
、
本
当
に
大
き
い
で
す
。

吉

行
政
へ
の
相
談
は
少
し
構
え
て
し
ま
い
ま

す
が
、
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ら
気
軽
に
立
ち
寄
れ
ま

す
。
認
知
症
カ
フ
ェ
は
「
相
談
の
場
」
で
あ
る
と

同
時
に
、「
地
域
の
居
場
所
」
で
も
あ
る
と
思
っ
て

座談会

メンバーとコーディネーター (市職員 )で、メンバーとコーディネーター (市職員 )で、
地域のニーズ (本人・家族、 地域住民の声）地域のニーズ (本人・家族、 地域住民の声）
をもとに、 活動内容をみんなで話し合って決をもとに、 活動内容をみんなで話し合って決
めています。 活動の見学も大歓迎です。めています。 活動の見学も大歓迎です。

佐：佐川さん吉：吉田さん
チームオレンジ楓の皆さん

相：相澤さん

家
族
の
介
護
を
経
験
し
、
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ

楓
と
し
て
活
動
し
て
い
る
三
人
に
、
活
動
へ

の
思
い
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
伝
え
た

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

い
ま
す
。

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
楓
の
課
題
と
、

こ
れ
か
ら
目
指
す
活
動

吉

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
楓
は
、「
役
割
を
与
え
ら

れ
る
」
の
で
は
な
く
、「
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
持

ち
寄
る
」
チ
ー
ム
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

相

得
意
な
こ
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
か
ら
。

折
り
紙
が
得
意
な
人
、
話
を
聞
く
の
が
得
意
な
人
、

企
画
を
考
え
る
の
が
得
意
な
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
力

を
生
か
せ
る
と
こ
ろ
が
、
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
楓
ら

し
さ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
人
で
頑
張
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
持
ち
寄
り
、
お
互

い
に
補
い
合
う
。
そ
ん
な
活
動
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
。

吉

完
璧
で
な
く
て
い
い
。
ま
ず
は
続
け
る
こ

と
。
そ
し
て
、
少
し
ず
つ
良
く
し
て
い
け
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。「
で
き
る
人
が
、
で
き
る
こ
と
を
、

で
き
る
時
に
」。
そ
の
積
み
重
ね
が
地
域
を
支
え
る

力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

市

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
楓
は
ま
だ
発
展
の
途
中

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い
や
経

験
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域

に
根
差
し
た
活
動
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。



5　|　広報なよろ　2026.9

チームオレンジ楓は「一人ひとりのできること」
を持ち寄って活動しています

▶にこにこカフェ(認知症カフェ)

▶出張サロン、地域訪問

▶普及啓発活動

▶地域での見守り活動

あなたのできることが、地域の安心につながります。

● 認知症があっても「何かに挑戦したい」方
● 介護の経験を地域のために活かしたい方

● 認知症について深く学びたい方
● 仲間と一緒に自分自身も楽しみながら活動したい方

チームオレンジ楓で一緒に活動しませんか？

「社会で孤立する人を減らしたい・・・」「認知症の不安を一人で
抱えないでほしい・・・」　そんな思いを持ち、ボランティアスタッ
フとして活動しています。誰でも安心して、自分らしく過ごせる
居場所を目指しています。
認知症介護に関するミニ講話も行っています。
「ちょっとおしゃべりしたい方」「誰かとつながりたい方」、お気軽
にお立ち寄りください。

地域の高齢者施設や老人クラブなどに出向き、折り紙やゲーム、
季節を感じられるレクリエーション活動などを行っています。認
知症のある方もない方も、それぞれが無理なく参加できる内容を
心がけ、会話やふれあいを楽しみながら、参加者の皆さんが笑顔
で交流できる時間づくりを大切にしています。

認知症を正しく理解し、偏見をなくすため、地域に向けた情報発
信を行っています。
・健康イベントでのパネル展示　・市民向け講演会での発表　
・小学生向け認知症サポーター養成講座のお手伝い　など

家族・友人・知人などの小さな変化に気づき、さりげない声かけ
を行ったり、関係機関につなぐサポートを行っています。
地域の見守りの輪を広げ、認知症になっても安心して暮らせるま
ちを目指しています。

こんな方を
お待ちしています

参加方法

チームオレンジ楓は、それぞれが「できることを、できるとき」に活動できます。

①地域包括支援センターへ電話
　01654③2111（内線3269）

②二次元コードから
　申し込み

③にこにこカフェに
　参加して申し込み

①～③どの方法で
も参加できます

＼お申込はこちら／
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道に迷ったり、行き先が分からなくなる可能性のあ
る高齢者の情報を事前に登録することで、行方不明
時に登録情報を元に、関係機関と連携し早急に捜索
開始することができます。 

認知症に関する名寄市の取組
～ 地域みんなで支え合うために ～

認知症サポーター養成講座 成年後見制度の活用促進

介護予防教室

地域見守りネットワーク事業

認知症初期集中支援

認知症高齢者等
SOSネットワーク

認知症を正しく理解し、認知症本人やご家族を
温かく見守る存在となる、認知症サポーター。
市では、町内会・事業所・小学校などに出向き、
養成講座を開催しています。講座では、認知症
の症状や予防、関わり方について学びます。

認知症などにより、金銭管理や契約手続きに不安
がある方が安心して生活を続けられるよう、成年
後見制度の相談支援を行っています。本人や家族
からの相談を受け、成年後見センターや関係機関
と連携しながら制度利用につなげています。

市民の皆さんが自ら介護予防に取り組むことがで
きるように、健康や認知症予防などについて講話し
たり、簡単な運動や脳トレなどを行っています。

高齢者や障がい者などが住み慣れた地域で安心し
て暮らすことができるように、協力団体、協力事
業者でネットワークを作り、高齢者や障がい者な
どのさりげない見守り、声掛けを行っています。

医療・介護の専門職が認知症やその疑いがある方
の自宅を訪問し、医療・介護サービスへつなぐため
に包括的に行う専門チームが初期支援を行います。

地域で模擬捜索訓練

も行っています
地域で模擬捜索訓練

も行っています
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令和８年度 介護予防講演会

「自分、家族が認知症になったら？～知ることが安心につながる第一歩～」テーマ

第1部

第 2部

認知症当事者が伝える　～認知症とともに生きるということ～
　　ほっかいどう希望大使（認知症本人大使）  
　　　　　　　　　　　　　　株式会社シロ　松　本　健太郎 氏
　　若年性認知症支援コーディネーター　　　大　辻　誠　司 氏

認知症の基礎知識を学ぶ　～なぜ早期発見・早期治療が重要？～
　　名寄市立総合病院　心療内科・精神科診療部長
　　認知症疾患医療センター長　野口　剛志 氏

▶ 日　時　　10/17（土）13：30～15：30（13：00開場）

▶ 場　所　　総合福祉センター

▶ 定　員　　100人（先着順）

▶ 申込方法　10/7（水）までに電話、二次元コードから

▶ 申し込み・問い合わせ先
　　　　　　地域包括支援センター　（　  3262）

★ほっかいどう希望大使（認知症本人大使）とは？
　認知症になっても希望をもって自分らしく前向きに暮らしている当事者が、
　自身の経験や思いを社会に発信し、認知症に対する正しい理解と偏見の払拭を
　促す役割を担っている。

～プロフィール～ 
　48歳の時、若年性アルツハイマー型認知症の診断を受ける。 
　診断時から継続して就労しており、認知症当事者の講演などと両立して活動している。 
　診断当時から現在までの自身の経験を記録し、ブログや講演会で発信している。  

～松本さんからのメッセージ～ 
私は 2022年に若年性アルツハイマー型認知症の診断を受けました。家族、病院の
方々、職場の皆さんの理解とサポートのおかげで仕事を続け、生活できています。
また、当時から今日までの経験を記録しています。この病気になると、周囲のサポー
トが必要となります。何か「おかしいな」と感じたら病院で早くしっかりと診ても
らい、症状を進行させてしまわないように、伝えていけたらと思っています。

介護予防講演会

松本　健太郎 氏

　　　　認知症は、誰にとっても身近なテーマです。
　　　　一人ひとりが理解し、支えあう地域づくりを目指しましょう。
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　みんなで支え合う
地域を

名


